
2011年 9月 7日（水）

9月14日（水）12：30
　米山奨学生をお迎えして
9月日21（水）12：30
　新世代のための月間
9月25日（日）10：00
　身障者体験事業
　（職場訪問例会）
　

会員数　　18名
出席数　　13名
出席免除　 1名
出席率　  77.8%

責任編集　弟子屈RC会報委員会　　●会報委員長　今井善昭　　　●委員　竹森英彦

◆お祝い◆

ロータリークラブ
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■RI会長：カルヤン・バネルジー■2650地区ガバナー：増田一雄
《2011-12年度　弟子屈RC理事》　会長・小林寿男　会長エレクト・竹森英彦　幹事・木暮敏男　
副会長・吉備津民夫　会計・伊藤幸雄　職業奉仕・林隆雄　社会奉仕・小家山勝　国際奉仕・桐木茂雄　
会場監督・鈴木幸栄　直前会長・今井善昭　地区（職業奉仕）委員・筒井庄一

◆今後の予定

◆寄付累計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ニコニコBOX   　
財団BOX     　　
米山奨学会BOX  
本日寄付小計　  　　　　

■寄付累計■

ニコニコBOX   　
財団BOX     　　
米山奨学会BOX    　　　　

　¥94,000
　¥ 1,000
  ¥ 2,000　　　　

◆寄付報告

◆幹事報告（木暮敏男君）

◆会長挨拶（小林寿男君）

台風12号の近畿での被害がひどく心配している。8/25のガバナー公式訪問を終えひと安心して
いる。ライラ参加のお二人ご苦労様でした。地区大会で、意義ある業績賞が弟子屈RCに授与さ
れる。上村さんが被災地である赤前を再度訪れました。弟子屈RCからはトウキビ240本、メロン
30玉が支援されました。10/15は北見東RC50周年です。

◆委員会報告

◆出席報告

　¥14,000
　¥ *,000
  ¥ *,000
  ¥14,000　　　　

ライラセミナー報告会　

木暮敏男君：誕生日ワインありがとうござい
ます。今日の宴会で飲みます。
今井善昭君：9/18で55歳。気持ちは35歳。
鈴木幸栄君：下宿のおばさんお花いただき感
謝。
竹森英彦君：ライラお疲れ様でした。今後の
仕事に活かして下さい。来月より保護司にな
ります。

●http://rotary.teshikaga.asia/

君が代・四つのテスト
浜中、厚岸他5つのクラブからの会報とプログラム、回覧しています

誕生日祝い　木暮敏男、今井善昭
婦人誕生日祝い　鈴木幸栄
結婚記念日　吉備津民夫

小家山勝社会奉仕委員長：ライラご
苦労様。北見東RCの50周年出席しま
す。来年は紋別港の50周年です。

伏見真央さん（摩周丘幼稚園）：音別町でパークゴルフや天体観測などの体験、基調講演では、災害の恐ろしさや対処法
を知ることができました。一番心に残っているのは、やはり人間関係です。実は人見知りで緊張と不安で頭がいっぱいでした
。しかし、年齢や住んでいる場所、職業はバラバラでも、話はじめると止まらず大笑いしながら沢山の話をすることができま
した。最終日の、班対抗リレー大会は団結力が深まったいい思い出です。グループ課題であった“感謝”についての検討ミー
ティングでは私の中にはなかった考えを発見することができました。グループの検討で感謝とは、相手に何かをしてもらった
時に、嬉しさを感じ気づいていくことから始まり、人に何かをしてあげたいという気持ちから思いやりに繋がる。そしてそれ
が連鎖していくことで、奉仕へと繋がり、平和への第一歩となるという結果がでました。同じ班のみんなとは、一年後、セミ
ナーではなくても、同窓会をしましょう！という話になりました。推薦していただいたロータリークラブの皆さん、園長先生
には、このような機会を与えていただき深く感謝しています。この三日間は、私にとって宝物となりました。本当にありがと
うございました。

秋の和琴半島

♫

北島由也さん（釧路信金）ライラセミナーは参加が58名と大人数でした。１日目パークゴルフ大会とバーベキューで
共通した取り組みを通じて徐々に話の幅が広がります。2日目はアイスクリームの体験学習、午後は東日本大震災を主題と
した講演で、社会奉仕とは「自ら一歩退いて他の人に手助けをしましょう」と貴重な経験となりました。3日目は、「感謝
」についてグループで討議。各人により「感謝」について思うことが様々で、家族・仲間・食・行為など様々な切り口で
意見が出ました。
以上の体験を通じて私が感じたことは、人間は1人では生きていくことができない、つまり皆で支え合って生きていること
です。普段当たり前と思っていること・モノが実は様々な方々の行動を通じて生まれていることを参加青年との交流で実
感し、感謝とは有り得ないことをしていただいたときに感じる思いであることをグループ討議で実感したことが主張の背
景となっております。これを踏まえて、当たり前と思っていたことを今一度自らの心に問い、今後の出会いにつなげてい
きたいと思います。最後に改めて貴重な出会い・経験の場を与えていただきました皆様にお礼を申し上げます。誠に有難
うございました。


